
2012 年度 ルノー財団プログラム 学内募集要項 

 

 ルノー財団 国際 MBA プログラム、及び ParisTech(*) における 2 つの修士号プログラムへ参加希望学生の

募集を行います。フランス語で各々の専門教育を受け、渡航費・学費・奨学金がルノー財団から支給されるプ

ログラムです。学内選考会では、フランス語能力や志望動機を参考にして、ルノー財団への推薦者の選考を

行います。プログラムへの正式な採用は、ルノー財団の決定によります。プログラム参加希望者はルノー財

団の HP も参照し、情報を得るようにして下さい。 

ルノー財団 HP： http://www.fondation.renault.com/ 

 

 * ParisTech－フランスにおいて理工学の分野でトップレベルの 12 の大学からなる連合体。ルノー財団プロ

グラムに参加している大学は各プログラムにより異なります。 

 
 
1． 応募資格 

各プログラム共通 

本学に在籍していること、もしくは、本学の卒業生であること 

 

①国際 MBA プログラム 

別 添 資 料 「 MBA Dauphine Sorbonne Renault Foundation International Management 」 の

「SUCCESSFUL APPLICANTS WILL」の項を参照すること 

 

   ②修士号プログラム【交通論と持続可能な開発】 

別添資料「MASTER Master Paristech Renault Foundation Transport And Sustainable Development」

の「CONDITION OF ELIGIBILITY」の項を参照すること 

 

   ③修士号プログラム【モビリティと電気自動車】 

別添資料「MASTER Master Paristech Renault Foundation Mobility And Electrical Vehicles」の

「CONDITION OF ELIGIBILITY」の項を参照すること  

 

 

2． 学内選考 応募方法および応募期間 

＊応募書類 

1）ルノー財団プログラム願書（様式 1） 

2）志望理由書・計画書 （様式 2） 

3）指導教員推薦状（日本語・様式任意） 

4）学部及び大学院成績証明書（日本語、コピーでも可） 

5）学部卒業証明書または学部卒業見込証明書（日本語、コピーでも可） 

6）大学院在学証明書、大学院修了証明書、大学院合格通知書のいずれか（日本語、コピーでも可） 

7）フランス語能力を証明する書類 

      例：語学試験の成績証明（原本）の写し、フランス語学習経験についてのレポート 等     

注意）上記書類は学内選考用であり、推薦決定後は、別途ルノー財団へ願書等を提出する必要が

ある。詳細はルノー財団ホームページで確認すること。 

＊配布・提出先 

配付先： 留学生交流課 （大岡山キャンパス本館 1 階：21 号室） 

※応募書類は下記国際室の HP からも入手できます 

             http://www.ipo.titech.ac.jp/exchange/program/program.html 



      提出先： 留学生交流課 （大岡山キャンパス本館 1 階：21 号室） 

 

＊提 出 期 限   2011 年 12 月 16 日（金） 17 時必着 ※ルノー財団のオンライン申請締切とは異なります 

 

 

3． 学内選考会 

学内選考会は、2011 年 12 月 21 日（水）にフランス語筆記試験を実施し、2012 年 1 月 12 日（木）に面接を

実施予定です。 

詳しい日時、場所等については応募者宛にメールにてお知らせします。 

 

 

4． 学内選考結果通知 

選考結果は、2012 年 1 月中旬に書面で応募者宛にメールにて通知します（選考結果の問い合わせは、原

則受け付けません） 

 

 

5． 参考情報 

①REQUESTED FRENCH LEVEL 

TEST REQUESTED LEVEL

TEF (Test d’Evaluation du Francais) Minimum 4 

TFI (Test de Francais International) 550 

TCF (Test de Connaissance du Francais) Minimum 4 

DELF (Diplome d’Etude en Langue Francaise) B2 

  ※別添資料「Renault Foundation Bringing Different Cultures Together」を参照すること 

 

②If students want to contact Japanese alumni to know a little bit more about programs, schools, French life... 

 1) they can write to fondation.renault.alumni@gmail.com 

2) the Master TRADD Directory 

http://www.fondation.renault.com/fondation/Index/Master/MasterAnnuaire/tabid/81/language/en-US/Def

ault.aspx 

3)the Master MVE Directory 

http://www.fondation.renault.com/fondation/Index/MasterMVE/MasterMVEAnnuaire/tabid/254/language/e

n-US/Default.aspx 

4)the MBA Directory 

http://www.fondation.renault.com/fondation/tabid/74/language/en-US/Default.aspx 

 

③Renault Foundation will try to organize all the interviews on Februrary 16 afternoon (Japanese time). Maybe 

February 17 will be another option, depending on how many Japanese students apply and because of the 

time difference. 

 

本件照会先：国際部留学生交流課（大岡山キャンパス 本館 21 号室）派遣担当 

電話：03-5734-7645（内線：7170、7645） 

メールアドレス：hakenryugaku@jim.titech.ac.jp 


